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水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発

三笠市H‐UCG によるブルー水素サプライチェーン構築実証事業

P3-３５

大日本ダイヤコンサルタント株式会社、三笠市、室蘭工業大学、エア・ウォーター株式会社

北海道内には、約150億トンの石炭が埋蔵されており、年間約120万トン（水素製造量7兆4,250億m3）が生産されている。三笠市にお
いては豊富にある地下資源の利活用に向けて、CCUSと組み合わせ環境負荷の小さいエネルギー利用に関する取り組みを推進してきた。

背
景

❶UCG、石炭と木質バイオマスによるガス化技術の実証
UCGによるガス化、石炭と木質バイオマスの混合ガス化により、
水素製造プラント向けの原料ガスを生産する。
❷生産ガスからの水素精製・CO2分離回収によるブルー水
素製造技術の実証
H-UCGにより生産したガスから、CO2を分離・回収し、さらに
水素を分離・精製する技術を確立する。
❸本技術を活用した国内外での最適な水素サプライチェー
ンの構築
経済性の高い最適な水素利活用システム検討、国内外での
本技術の展開可能性調査、産炭地におけるブルー水素によ
る地域活性化モデルの構築を行う。

事
業
の
概
要

❶UCG、石炭と木質バイオマスによるガス化技術の実証

三笠市の地域特性を活用した水素製造コスト30円/m3以下の達成を見据え、H-UCGによるブルー水素サプライチェーンとして目指す商用モ
デルの構築を目的に、石炭と木質バイオマスによる混合ガス化、ブルー水素製造、最適な輸送方法、利用方法を検証する。

目
的

⚫ 補助生産孔併用方式によるガス化領域拡大技術の開発
⚫ UCGガスの安定生産制御技術の開発（量/ガス成分）
⚫ 水素製造プラント供給品質の生産ガス前処理技術の開発
⚫ 燃焼・ガス化領域の移動状況把握やガス漏洩検知に係るモニタリン
グ手法の実証

＜UCG製造＞

UCG実証試験孔の配置 UCG実証試験実施場所の状況

⚫ 三笠市産の木質チップによるガス化の安定供給の開発
⚫ 露頭炭の混合によるガス製造技術の開発

＜地表ガス製造（木質バイオマス＋露頭炭＞

導入する木質ガス化設備

❷生産ガスからの水素精製・CO2分離回収によるブルー水素製造技術の実証

⚫ 地表ガスの原料ガス組成に変更が生じた為、設計を一部変更し、シ
ステム設計を完了し、ブルー水素製造装置の製作を開始した。

⚫ UCGガスは炭鉱にてタンク充填→定期輸送により、当該装置へ受け
入れるシステムとし、UCGタンク及びUCG充填ユニットの設計を完了、
当該ユニットの製作も並行して実施中。

ブルー水素製造における実施設計図 ブルー水素製造における実施設計図

❸本技術を活用した国内外での最適な水素サプライチェーンの構築

⚫ 三笠市周辺の水素需要が見込まれる施設にヒアリングを行い、水素需
要ポテンシャルの推計を行った。

⚫ 比較的水素ポテンシャルが大きい施設は主に製紙工場（熱ポテンシャ
ル）であった。

⚫ また、国外への展開に向けてウズベキスタンでの可能性調査、政府機関
と今後の協力関係について協議を行い、技術セミナーを開催した。 水素需要ポテンシャル 技術セミナーの様子

ウズベキスタンでの
UCG事業

連絡先：三笠市 産業政策推進部 産業開発課
sangyok@city.mikasa.hokkaido.jp

【目標】
水素製造量1Nm3/h
水素純度：99.9%以上

【目標】
UCG生産ガス量：30Nm3/h
木質バイオガス量 100Nm3/h
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